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氏　　名 年　齢 氏　名 年　齢
アダム 930 工ベル 464
セム 920 ペレグ 239
エノス 905 レウ 239
カイナン 910 セルグ 230
マハレル 895 ナホル 148
イエレド 962 一　　　　｝Aブ 205
エノク 365 アブラハム 175
メトシェラ 969 イシマエル 137
レメク 777 イサク 180
ノア 950 ヤコブ 147
セム 600 ヨセブ 110
アルパクシャド 438 サラ 127
　　一Vェフ 433
古典の中の人とからだ（2） 129
　古代のイスラエル人は，人の命についてどのような意識を持っていたのであろうか．
　旧約聖書において「いのち」は生ける神という概念と結び付いている．イスラエルの神
は，生きて歴史の中に動く神であった（ヨシ3，。）。異教の神々は，決してこれと同じ意
味で生ける神ではない（申命323g，、。）．
　ヤハウェは死んではよみがえる密儀教の神とは異なって，常に生ける神である．
　神が生物から息を取り去ると，それは死んでちりにかえる（詩篇1042g）。死とは生ける
ヤハウェの神から絶縁された状態である（詩篇884－5）．それは陰のような空虚な領域であ
る。イスラエルはそれゆえ，死を美化しなかった。
　死は，生ける神とのかかわりを中心とするイスラエルにとっては，少しも積極的な意味
を持たない。彼らは，「わたしは命と死及び祝福とのろいをあなたの前に置いた．あなた
は，命を選ぼなけれぼならない」（拝命30、，）という神の命令の前に立つ民である。
　：”？rl（hayylm）は抽象名詞，強調の複数形である（申命2866，イザ38、2他）。口語聖書
は動詞形にして「生きている」（IIサム1521，エゼ7、3他）と訳されたり，「一生」（創世
23、，出工6　、6他）と訳されている場合が多い。
　獅（hayah）という動詞形も，「命を保つ，全うする」の意味に使われる（創世
20，，申命42他）。
　形容詞の　㍉O（hay）（詩篇428他）という形も少なからず用いられている．
　O、町は，地上の生涯，一生，死に対していう生という意味がある．「……は生きていま
す」とか，「あなたのいのちにかけて」は誓いを立てる時の表現形式としてよく用いられ
る（1サム126，175，他）。
　物i（nepe6）は，名詞単独でも（創世9　4，s，1917，372、，出田41g，箴言2　、g，32他）
きわめて多く用いられている言葉である．この語は，人間あるいはグループの体，肉体
［「鱒（ba§ar）］の中に離れ難く宿って，これを形成し，指向させ，活動させる生命であ
る。
　これは肉体と分離独立して存在する霊魂ではなくて，生命そのもの，そのいのちの中
核として理解されるものである。
　この「いのち」と「血」には，特別な関係が考えられている．「すべての肉の命（吻曇）
は，その血と一つ……。すべての肉の生命はその血だからである」（レビ17、，）。
　こうした理解から，動物を食する場合，その血は，命の源なる神に帰らなければならな
い．命を代表するがゆえに，祭壇に注がれる犠牲の動物の血は，命のあがないとなること
ができるのであった（レビ17、、）。
　その他に「いのち（命）」と訳されているヘブル語は次のような名詞である．
　噂（hayah）から派生した腰ワP（mi壇護h）（創世455，蜂師64），「心」を表わす凄
（leb）（エレ302、），および肉を意味する「鱒（ba§ar）（エレ12、2，322，）。
　さて，神のかたちをした命ある「人」が造られた．
　聖書では人は，神の被導者であるという観点でとらえている。
　o謝（’adam）は，旧約聖書に539回使用され，一般に「人」（man）と訳されている
が，女に対する男を意味することが多い（創世222，23，25，38，、2，17，2。，2、）。
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　この場合には「男子」（伝道728），また「男」（出工1313）と訳された個所もある。し
かし集合名詞として「人」をさす場合が多く（創世126，61，5，95，6，申命432他），この
語が男女を含めていることは明らかである（創世127，5，，回数56）。その意味から，こ
の語を「人間」（man　イザ441、，ハガ111），「全人類」［aU　mankind，哨鞍（ha’adam）
エレ3220］と訳されている．
　人類の始祖の名「アダム」はこの意味をもっており，妻イブに対してはひとりの男性，
人類に対してはその代表としての始祖である（創世425，5　1－s，1代1、，ルカ338，ロ
マ514他）。またこの語にはいわゆる複数形がなく，集合名詞で表現されていることは，
ヘブル人が人間存在を社会的な関連でとらえている面を示すものとして意味がある。
　か§（’諭は，旧約に2，166回使用され，一般に「人」（man）と訳されているが（創
世223，2、，41，2465，出工113他），「男」（創世223，198，出工112，レビ132g，イザ
41），「男子」（申命17、，，，エス122）また「夫」（husband）とも訳され（創世36，16，
163，2932，レビ213，7，民数513，士師193，ルツ13他），性別による男子を意味している。
　創世223には「これに女［nnjty　（’ivsvsah）］という名をつけよう，このものは男［か解（’鋤］
から取られたのだから」という一連の語呂合わせを用いて，夫婦における理想的な関係を
示そうとしている。
　砂1コ§（’en69）は，一般に個人をさして「人」（man）と訳されるが（ヨブ517，13g，詩
篇9　、g，2。，イザ137他），多くの場合は集合名詞として「人々」（men）と訳されている
（創世6、，12，。，13、3他）．
　これは男性をさし，「男」（申命31、2，エズ10、，エレ18，、，407），また「夫」（hus－
band）と訳されている（ルツ111，エレ441，，エゼ1645）。なおこの語を吻箏（’ana忌）
「弱くなる」に関連される学者がいる。もしそうであるならば，セツが男の子を生んで
「エノス」（弱い者）と名付け，「その七人は　ヤハウェの名を呼び始めた」（創世　426）と
いう記述は深い意味を持つ。
　人間の弱さの自覚，人間の限界性を知るところがら，広大無限な神の慈悲と神の無限性
への深い信頼が生れてくるという深い人生経験を反映しているからである。
　関根訳の創世記には「からだ」という語は見当たらない。実際，われわれが日常使用し
ている「からだ」に相当する語が，旧約時代に存在していないことは，第一報にも触れて
いる。
　口語訳聖書で「からだ」と訳されている語は10種類あるがそれらのうち内容的にみて
最も重要な語は，「物（ba§ar）である。ところがzzveはもともと「肉」を意味し，ギリ
シャ語では，daρξとすべき語である（創世223，運命12、，他）。260個所を越える「鱒の
うち，口語聖書で「からだ」と訳されているところは，きわめて少ない。
　「噂は口語聖書で，「からだ」の他，「一体」，「命ある者」，「近親の者」，「全身」，「肉」，
「肉親」，「肉体」，「肉片」，「肉欲的」，「人」などと訳されている。
　旧約に，魂と「からだ」の区別がないわけではない。しかし「からだ」は魂の完全な表
現である。イスラエルの人々にとって，全体は常に個々の働きによって動くから，魂の活
動にあずかる「からだ」の個々の部分や器官は，魂そのものである。
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　心も血も骨も内臓も頭も目も顔も，「からだ」の一部分でありながら，「からだ」そのも
のとして機能し，魂そのものとして働く．各部分が一つの命［吻享（neRe9）］ひとりの
人を表現する。
　「からだ」と肉，「からだ」と「からだ」の各部分とがこのように一体となって連帯して
働くものとして把握されていたように，「からだ」が他の「からだ」から孤立して存在す
るかのようにみなされることもない。
　父の家は一つの魂をかたちづくる，一つの「からだ」である。
　ユダがヨセブを自分たちの「鱒と呼ぶとき，それが「肉親」の意味であり，兄弟のこと
であるのはいうまでもない（創世3727）。それはさらに，親類の人々をも含む（イザ
58，）．
　　　　　　　　　　　　　　亙V．男と女に関する用語
　9種類の用語が，のべ144回使用されていた。
男　おとこ　か苓　（’fsh），凌レ加，　Man（21回）
　127　223　224　5i　12i6　17ie　17i2　17i4　1723　1727　18i2　19s　19s　19g　193i
　24，，　34，，　34，，　34，，　34，，　34，，
女　おんな　汽購・（’fshshah），γη吻，　Woman（43回）
　1，，　2，，　22，　3，　3，　36　3，，　3，3　3，，　3，，　3，，　3，，　5，　12，，　12，，
　12，，　12，，　14，，　16，　16，　16，　16，　18，，　20，　24，　24，　24，，　24，，　24，，　24，，
　2746　2746　2746　2746　28i　286　28s　313s　33s　3820　3820　3822　3823
月のもの　び聡⇒頃8　（’6ra皐hannas£m），　The　manner　of　women（2回）．
　18，，　（31，，）
石女　うまずめ　ni？￥（“aqar），　Barren（2回）
　1130　293i
女の所へ入る　ユ響（sh欲ab），　（22回）
　4，　4，，　4，，　16，　19，，　19，，　19，，　29，，　29，，　29，，　30，　30，　34，　38，　38，
　38，　38，，　38，，　38，，　38，，　38，，
身ごもる　1鱒（beten），σηλλαμβ～加ω，　conceive（22回）
　4，　4，，　16，　16，　16，　16，，　19，，　21，　25，，　29，，　29，，　29，，　30，　30，　30．
　30，，　30，，　38，　38，　38，，　38，，　38，，
出産　しゅっさん　n？；（yalad），γεン酸ω，　Birth（11回）
　3，，　18，，　20，，　25，，　29，，　29，，　29，，　35，，　35，，　35，，　38，，
割礼　かつれい　サ鵜（m創），περ乙τo吻，Circumcision（14回）
　17io　17i2　17i3　17i4　17i4　1726　1727　214　34i4　34is　34i7　3422　3422　3424
陽の肉　ようのにく　糎、㌢　（Corlah），　Foreskin（7回）
　17，，　17，，　17，，　17，，　17，，　17，，　34，，
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　アブラハム，イサク，ヤコブ，ヨセブを中心に，11章以下は，イスラエルの族長時代
が綴られている。族長伝承の歴史が語られ，各々の系図が示されている。それゆえ男と女
の営みに関する記述も多い。
　「女の所へ入る」，「妻を知る」は，性行為そのものを意味している。22回使用されてい
るが，そのうちロトの娘たちは「この地には世の慣しのようにわたしたちの所に入る男の
人はいないのです。……ともに寝て，お父さんによって子孫を得るようにしましよう」
（19，、，32），そして「二人の息女はその父によって身ごもった」（1937）．
　民族の血の純血を誇る意味をもたせているものと思われる。しかしイスラエルでは後の
法律も近親相姦を禁じている（レビ18，一、8）。
　また，ディナの物語（第34集）では，ディナがヒビ人モハルの子シケムによって辱め
られた記述がある。ヤコブの二人の息子は激怒し，たくらみを用いてモハルの町のすべて
の男子を殺し，すべてのものを略奪してしまった。「だってあの男がわれわれの妹を遊女
のように扱うのを許しておけるものですか」（343、）。
　この時代に遊女が存在したとは驚きであるが，他にも「その顔を隠しているので遊女だ
と思い」（38、5）という記述もある。
　さて妊娠してから月満ち，子供が生まれると，そこに居合せる隣家の経験ある婦人がへ
その緒を切り，水で洗い，塩をこすって消毒し，産布でぐるぐる巻きに赤ん坊を包んだ。
なお産布は1m方形の丈夫な布地で，一端に長いベルトがついており，ミルトス（てん
にんか）の乾かした葉を挽いて作った粉をつけてから三布に包むのである。
　職業的産婦もいたが（創世35、7，3828，出工115），普通は経験のある素人の婦人が助産
した。
　妊婦は，狭い間隔で置かれた二つの石の上にしゃがんで分娩した。分娩は助産婦または
産を助ける婦人の膝に入るように行われた。そこから「ひざに置く」という表現は自分の
子供にすることをさすようになった（創世303，5023）。
　イスラエルの婦人は産が軽かったようである（出工1、g）。しかし他面，生みの苦しみ
は女の宿命とされ（創世3、6），預言者はしばしぼ生みの苦しみを比喩的に引用している
（イザ138，213，667，，，エレ431，624）．
　イスラエル民族は，男によって形作られてきた。
　アブラハム，イサク，ヤコブ，ヨセフの4人の人物を中心とする族長時代の系図は，男
の歴史である。
　ところが，「男」は，21回目これに対して「女」はその2倍の43回も使用されている。
　イスラエル人の間では，女子は男子の下位にあって隷属的であった（創世3、6）。しかし
男子の補助者として男子と同格であるとの観念もあった（創世2　16－24）。
　婦人の家庭内における家事的労務は東西を問わず同じであるが，古代イスラエルにあっ
ては，特に日毎のパンを作るためのうす挽きは婦人の重要な労務の一つであった。子供達
に宗教上の真理を教えることもその務めの一つであった（箴言18，31、，IIテモ3、5）。
　初期には一夫多妻の風習も行われたが，後代に厳格な性の倫理から一夫一妻が要求され
た（マラ214－16）。
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　妻は尊敬をもって語られ（箴言5　ls，1822，31，。一12，伝道9g），母への尊敬，母の教育
の権威も認められていた（出工20，2，箴言18）。宗教においても婦人は男子と共に祭に出
席し（1サム1　，一他），彼等と共に供犠にあずかり（士師132。，23他），神殿の合唱には彼等
と共に歌った（エズ265他）．
　聖書は女によって罪が世に入ったことを記すと共に（創世3章），また女によって救い
と生命が世に来たことも記し（ガラ4、），深い救済の秘義を示している．
　「女」と訳された主な原語は，まず湾弊（’瀧ah）で「柔らか，繊細な」の意味で，男
子に対して女（創世2　22，23），夫に対して妻（創世2　24，25）をさす．
　昌鞭1（neqebah）は女性（female）をさし，エレ31，，のほかは，モーセ五書に限られて
いる（創世1　27，52，レビ1533，27、，5，6，7，民数53，31，5，申命466）．
　さて「男」と訳され，最も多く用いられているのはか寧（’f9）である．これは，男女の
対として（創世223，出工112，イザ41他），性関係の一方として（創世198，野師
113g，21、，）使用されている。
　次いで多い「？1（zakar）は性別としての男性（レビ273，　II代31、g，エレ306他），女
と対に言及されて（創世1　27，斗酒5，，零丁466），人間をさす場合が多い。
　「鵜（geber）は女と対比していう時に限って使われている語である（出工10、、，申命
225，箴言30、，他）．
　イスラエルの男性には割礼が義務づけられている。
　「割礼」circumcisio捻鞭m（mfilah）は「切り取る」の意味で，複数形で出工　426に
一か所だけ使用されている．他はラm（mal）という動詞が用いられている（創世
1710，11，出工1248，レビ123，ヨシ58）．
　割礼は，陰茎の包皮を切開，もしくは一部を切り取る外科的手術で，イスラエル人には
宗教的な意味を持っていた．
　この儀式は，神がアブラハムに命じられた時に始まるとされているが（創世17g一、、），
火打ち石のナイフをもって行っているので（出工425，ヨシ5　2－7），この儀i式の起源がき
わめて古いことを示している。
　イスラエルの近接民の問にも広く行われていた（エレ925，26）。ペリシテ人は「割礼を
受けない者」として不浄写された（士師1518，1サム14，，1736）．
　またイスラエル人が捕囚として移されたアッシリア，バビロニア地の住民は割礼の習慣
を持っていなかった。この事実から捕物の地でのイスラエル人は割礼を選民の記号として
重視するようになり，この時代以降ユダヤ人にとって割礼は重要な儀式となった。
　男子は生後8日目に割礼を受け，イスラエル人たる資格を得た（創世17、2，レビ123，
ルカ15g，221，ビリ35）．
む　す　び
創世記は天地万物の創造の記事からはじまる．ついで「神の像（かたち）」Imago　Dei
として，「人」の創造の記事が述べられている．このImago　Deiは，聖書の人間観の根本
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をなす概念である。すなわち，「人」は他の被造物のように直接態において神の現わすべ
きものではなく，神との関わりにおいて，神の栄光の「反射鏡」であるべきものである。
　創世記の中からこの魂のある「人」と，その担い手である「からだ」に関する語句を拾
い上げてゆくその過程において，著者らは，遠くヘブライ人の思想の深淵さとその永遠性
との，限りない希望と慰めとが与えられたことを記して筆を欄く。
なお，ヘブライ語，ギリシャ語の母字は平沢所有のものを使用した。
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